
ニ　ュ　ー　ス　専　修（９）

・

％
減
の
１

億
３
５
８
８
万

円
（
前
年
度
比

で
は

・

％

の
減
）。
特
別

支
出
計
は
、
予

算
比
２
３
２
・

％
増
の
３
８

２
０
万
円
（
前

年
度
比
で
は

・

％
の
減
）

と
な
り
、
特
別

収
支
差
額
は
、

９
７
６
８
万
円

（
前
年
度
比

・

％
の
減
）

と
な
っ
て
い
る
。

（
事
業
活
動
収
入
の
部
）

・
資
産
売
却
差
額
は
、
計
上
額

な
し
。

・
そ
の
他
の
特
別
収
入
の
科
目

別
の
内
訳
は
、以
下
の
と
お
り
。

　
施
設
設
備
寄
付
金

１
９
８
８
万
円

　
受
贈
お
よ
び
編
入
図
書

１
億
５
８
４
万
円

　
そ
の
他
の
受
贈
資
産

１
０
１
５
万
円

（
事
業
活
動
支
出
の
部
）

・
資
産
処
分
差
額
は
、
施
設
処

分
差
額
が
予
算
比
５
７
７
・

％
増
の
１
２
１
４
万
円
。
設
備

処
分
差
額
は
、
予
算
比
１
６
８

・

％
増
の
２
６
０
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
資
産
処
分
差
額

の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

施
設
処
分
差
額

　
建
物

１
２
１
４
万
円

（
建
物
付
属
設
備
処
分
差
額
）

設
備
処
分
差
額

　
教
育
研
究
用
機
器
備
品

１
５
２
２
万
円（
１
０
４
８
点
）

　
管
理
用
機
器
備
品

２
１
８
万
円
（

点
）

　
車
両

　
９
万
円
（
２
台
）

　
図
書
　
８
５
４
万
円
（
２
２

９
７
冊
）

超
過
の
額
が
０
・

％
減
の
３

８
５
億
９
２
５
４
万
円
（
前
年

度
と
の
比
較
で
は

億

万
円

の
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

基
本
金
組
入
額
合
計
の
内
訳

　
第
１
号
基
本
金
　

億
１
２

９
８
万
円
の
組
入
（
当
年
度
取

得
資
産
及
び
借
入
金
返
済
等
の

組
入
額
）

　
第
２
号
基
本
金
　
２
億
円
の

組
入
（
将
来
取
得
す
る
固
定
資

産
の
取
得
に
充
て
る
預
金
等
の

資
産
の
組
入
額
）

　
第
３
号
基
本
金
　
５
０
１
万

円
の
組
入
（
奨
学
基
金
等
の
組

入
額
）

※
事
業
活
動
区
分
ご
と
に
、
前

記
の
資
金
収
支
計
算
書
と
共
通

の
科
目
を
除
く
事
業
活
動
収
支

計
算
書
特
有
の
も
の
に
つ
い
て

説
明
。

（
１
）
経
常
収
支

　
①
教
育
活
動
収
支

　
教
育
活
動
収
入
計
は
、
予
算

比
０
・

％
増
の
２
４
２
億
１

６
０
８
万
円
（
前
年
度
比
で
は

０
・

％
の
減
）。
教
育
活
動

支
出
計
は
、
予
算
比
０
・

％

減
の
２
３
０
億
５
５
８
６
万
円

（
前
年
度
比
で
は
１
・

％
の

減
）
と
な
り
、
教
育
活
動
収
支

差
額
は
、

億
６
０
２
１
万
円

（
前
年
度
比
で
は

・

％
の

増
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
事
業
活
動
収
入
の
部
）

・
寄
付
金
は
、
施
設
設
備
寄
付

金
を
除
い
た
も
の
で
、
予
算
比

・

％
減
の
１
億
１
４
１
９

万
円
（
前
年
度
比
で
は

・

％
の
減
）。
周
年
記
念
事
業
に

伴
う
特
別
寄
付
金
。

・
経
常
費
等
補
助
金
は
、
施
設

設
備
補
助
金
を
除
い
た
も
の

で
、
予
算
比

・

％
減
の

億
６
１
３
３
万
円
（
前
年
度
比

で
は

・

％
の
増
）。
こ
の

う
ち
国
庫
補
助
金
は
、
経
常
費

補
助
金
が
予
算
比

・

％
減

の

億
４
７
１
９
万
円
。

（
事
業
活
動
支
出
の
部
）

・
人
件
費
は
、
予
算
比
０
・

％
増
の
１
４
４
億
５
６
４
万
円

（
前
年
度
比
で
は
１
・

％
の

減
）。
退
職
給
与
引
当
金
繰
入

額

億
３
４
０
３
万
円
を
含
ん

で
い
る
。

・
教
育
研
究
経
費
は
、
予
算
比

０
・

％
減
の

億
１
１
５
５

万
円
（
前
年
度
比
で
は
１
・

％
の
減
）。
減
価
償
却
額

億

８
５
１
５
万
円
を
含
ん
で
い

る
。

・
管
理
経
費
は
、
予
算
比
１
・

％
減
の

億
３
８
６
６
万
円

（
前
年
度
比
で
は
２
・

％
の

減
）。
減
価
償
却
額
２
億
８
７

６
万
円
を
含
ん
で
い
る
。

　
②
教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
外
収
入
計
は
、
予
算

比

・

％
増
の
６
９
４
６
万

円
（
前
年
度
比
で
は

・

％

の
増
）。
教
育
活
動
外
支
出
計

は
、
予
算
ど
お
り
１
０
０
２
万

円
で
、
教
育
活
動
外
収
支
差
額

は
、
５
９
４
４
万
円
（
前
年
度

比
で
は
５
・

％
の
増
）
と
な

っ
て
い
る
。

　
③
経
常
収
支
差
額

　
教
育
活
動
収
支
差
額
と
教
育

活
動
外
収
支
差
額
を
合
わ
せ
た

経
常
収
支
差
額
は
、

億
１
９

６
６
万
円
（
前
年
度
比
で
は

・

％
の
増
）と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
特
別
収
支

　
特
別
収
入
計
は
、
予
算
比

　
事
業
活
動
収
支
計
算
書
で

は
、
事
業
活
動
収
入
計
（
学
校

法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い
収

入
）
が
予
算
比
０
・

％
減
の

２
４
４
億
２
１
４
４
万
円
（
前

年
度
と
の
比
較
で
は
１
億
９
２

０
２
万
円
の
減
）。
事
業
活
動

支
出
計
は
、
予
算
比
０
・

％
減
の
２
３
１
億
４
０
９
万
円

（
前
年
度
と
の
比
較
で
は
４
億

１
０
６
４
万
円
の
減
）
と
な

り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収

支
差
額
は
、

億
１
７
３
４
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
金
組

入
額
合
計
は
、
予
算
比
８
・

％
減
の
△

億
１
８
０
０
万
円

と
な
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年

度
収
支
差
額
と
基
本
金
組
入
額

合
計
を
合
わ
せ
た
当
年
度
収
支

差
額
は
、
予
算
に
比
べ
支
出
超

過
の
額
が

・

％
減
の
△

億

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
前
年
度
繰
越
収
支
差
額

（
△
３
６
５
億
９
１
８
８
万

円
）
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越
収

支
差
額
は
、
予
算
に
比
べ
支
出

７
７
９
万
円
（
前
年
度
比
で
は

・

％
の
増
）。

　
⑥
施
設
関
係
支
出
は
、
予
算

比
０
・

％
増
の

億
９
８
４

９
万
円
（
前
年
度
比
で
は

・

％
の
増
）
。

※
⑥
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
後
記
の
〔
主
な
施
設
等
整

備
事
項
〕
に
記
載
。

　
⑦
設
備
関
係
支
出
は
、
予
算

比
５
・

％
減
の

億
６
１
８

５
万
円
（
前
年
度
比
で
は
１
９

８
・

％
の
増
）。

　
こ
の
う
ち
、
教
育
研
究
用
機

器
備
品
支
出
は
、
予
算
比
０
・

％
増
の

億
４
７
１
万
円

で
、
差
異
は
、
受
託
研
究
費
、

研
究
助
成
費
、
科
学
研
究
費
間

接
経
費
設
備
品
、
生
田
図
書
館

入
館
管
理
シ
ス
テ
ム
用
パ
ソ
コ

ン
等
購
入
の
増
。

　
⑧
資
産
運
用
支
出
は
、
予
算

比

・

％
減
の
４
億
５
５
０

１
万
円
。
第
２
号
基
本
金
引
当

特
定
資
産
繰
入
支
出
が
２
億

円
、
第
３
号
基
本
金
引
当
特
定

資
産
繰
入
支
出
が
５
０
１
万

円
、
退
職
給
与
引
当
資
産
繰
入

支
出
が
５
０
０
０
万
円
、
施
設

設
備
準
備
資
産
繰
入
支
出
が
２

億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑨
そ
の
他
の
支
出
は
、
前
期

末
未
払
金
支
払
支
出
、
前
払
金

　
貸
借
対
照
表
は
、
平
成

年

３
月

日
現
在
の
資
産
、
負

債
、
基
本
金
等
の
状
況
を
前
年

度
末
と
対
比
さ
せ
て
表
示
し
て

い
る
。

（
１
）
資
産
の
部

　
資
産
の
部
で
は
、
固
定
資
産

が
、
前
年
度
末
よ
り
７
億
９
９

５
１
万
円
増
の
１
２
９
８
億
３

８
７
４
万
円
。
こ
の
う
ち
、
有

形
固
定
資
産
が
、
土
地
、
教
育

研
究
用
機
器
備
品
、
図
書
、
建

３

貸
借
対
照
表

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　　目 金　　　額

収
　
　
入

学生生徒等納付金収入 20,210,009,800
手数料収入 1,258,827,074
特別寄付金収入 114,193,690
経常費等補助金収入 1,161,335,926
付随事業収入 670,894,545
雑収入 800,827,178
教育活動資金収入計 24,216,088,213

支
　
　
出

人件費支出 14,520,230,003
教育研究経費支出 4,826,398,054
管理経費支出 1,429,894,961
教育活動資金支出計 20,776,523,018
差引 3,439,565,195
調整勘定等 △   457,538,277

教育活動資金収支差額 2,982,026,918

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　　目 金　　　額

収
　
　
入

施設設備寄付金収入 19,887,003
施設設備準備資産取崩収入 1,600,000,000
施設整備等活動資金収入計 1,619,887,003

支
　
　
出

施設関係支出 3,098,498,964
設備関係支出 1,161,851,350
第２号基本金引当特定資産繰入支出 200,000,000
施設設備準備資産繰入支出 200,000,000
施設整備等活動資金支出計 4,660,350,314
差引 △ 3,040,463,311
調整勘定等 519,042,228

施設整備等活動資金収支差額 △ 2,521,421,083
小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額） 460,605,835

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　　　目 金　　　額

収
　
　
入

貸付金回収収入 2,910,163
預り金受入収入 82,362,304
敷金・保証金回収収入 260,000
小計 85,532,467

受取利息・配当金収入 69,469,063
その他の活動資金収入計 155,001,530

支
　
　
出

借入金等返済支出 317,790,000
第３号基本金引当特定資産繰入支出 5,018,623
退職給与引当資産繰入支出 50,000,000
貸付金支払支出 4,100,000
仮払金支払支出 32,254,006
敷金・保証金支払支出 141,000
小計 409,303,629

借入金等利息支出 10,022,536
その他の活動資金支出計 419,326,165
差引 △   264,324,635
調整勘定等 0

その他の活動資金収支差額 △   264,324,635
支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額） 196,281,200
前年度繰越支払資金 6,477,868,761
翌年度繰越支払資金 6,674,149,961

資　　産　　の　　部

科 目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　減

固 定 資 産 129,838,747,825 129,039,229,313 799,518,512
有 形 固 定 資 産 98,444,739,531 96,500,521,384 1,944,218,147
土 地 35,526,456,979 35,525,858,979 598,000
建 物 36,516,441,107 37,988,854,484 △1,472,413,377
構 築 物 2,078,750,571 2,274,613,289 △  195,862,718
教育研究用機器備品 2,119,196,133 1,599,044,916 520,151,217
管 理用機器備品 179,441,853 201,832,044 △   22,390,191
図 書 17,061,466,781 16,852,742,983 208,723,798
そ の 他 4,962,986,107 2,057,574,689 2,905,411,418
特 定 資 産 30,849,267,718 31,994,249,095 △1,144,981,377
第２号基本金引当特定資産 800,000,000 600,000,000 200,000,000
第３号基本金引当特定資産 2,749,267,718 2,744,249,095 5,018,623
退職給与引当資産 3,900,000,000 3,850,000,000 50,000,000
法人基金準備資産 6,900,000,000 6,900,000,000 0
施設設備準備資産 16,500,000,000 17,900,000,000 △1,400,000,000
その他の固定資産 544,740,576 544,458,834 281,742
有 価 証 券 513,888,429 513,888,429 0
そ の 他 30,852,147 30,570,405 281,742

流 動 資 産 7,522,284,903 7,476,632,746 45,652,157
現 金 預 金 6,674,149,961 6,477,868,761 196,281,200
未 収 入 金 553,054,364 742,776,597 △  189,722,233
そ の 他 295,080,578 255,987,388 39,093,190

資 産 の 部 合 計 137,361,032,728 136,515,862,059 845,170,669

負　　債　　の　　部

科 目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　減

固 定 負 債 13,787,104,600 13,830,689,114 △   43,584,514
長 期 借 入 金 4,096,550,000 4,414,320,000 △  317,770,000
長 期 未 払 金 566,698,369 177,931,661 388,766,708
退職給与引当金 9,123,856,231 9,238,437,453 △  114,581,222
流 動 負 債 6,203,835,228 6,632,427,825 △  428,592,597
短 期 借 入 金 317,770,000 317,790,000 △       20,000
短 期 未 払 金 1,255,916,690 1,359,600,591 △  103,683,901
そ の 他 4,630,148,538 4,955,037,234 △  324,888,696

負 債 の 部 合 計 19,990,939,828 20,463,116,939 △  472,177,111
純　 資　 産　 の　 部

科 目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　減

基 本 金 155,962,634,093 152,644,628,477 3,318,005,616
第 １ 号 基 本 金 150,699,366,375 147,586,379,382 3,112,986,993
第 ２ 号 基 本 金 800,000,000 600,000,000 200,000,000
第 ３ 号 基 本 金 2,749,267,718 2,744,249,095 5,018,623
第 ４ 号 基 本 金 1,714,000,000 1,714,000,000 0
繰 越 収 支 差 額 △38,592,541,193 △36,591,883,357 △2,000,657,836
翌年度繰越収支差額 △38,592,541,193 △36,591,883,357 △2,000,657,836

純 資 産 の 部 合 計 117,370,092,900 116,052,745,120 1,317,347,780
負債及び純資産の部合計 137,361,032,728 136,515,862,059 845,170,669

支
払
支
出
等
で

億
７
９
８
２

万
円
。
予
備
費
の
使
用
額
は
な

い
。
ま
た
、
資
金
支
出
調
整
勘
定

（
支
出
の
振
替
控
除
科
目
）
は
、

期
末
未
払
金
及
び
前
期
末
前
払

金
で

億
２
２
３
６
万
円
。

〔
主
な
施
設
等
整
備
事
項
〕

〈
専
修
大
学
〉

①
神
田
１
号
館
バ
ル
コ
ニ
ー
改

修
工
事
②
神
田
１
号
館
研
究
室

増
設
他
改
修
工
事
③
神
田
２
号

館
共
用
部
廊
下
照
明
器
具
更
新

工
事
④
神
田
６
号
館
入
学
セ
ン

タ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
空

調
設
備
改
修
工
事
⑤
靖
国
通
り

神
田
新
校
舎
（
仮
称
）
新
築
工

事
⑥
神
田
黒
門
前
新
校
舎
（
仮

称
）
新
築
工
事
⑦
生
田
１
号
館

高
圧
受
変
電
設
備
改
修
工
事
⑧

生
田
８
号
館
空
調
設
備
改
修
工

事
⑨
生
田
８
・
９
号
館
屋
上
手

摺
改
修
工
事
⑩
生
田

号
館
学

内
放
送
設
備
設
置
工
事
⑪
生
田

通
学
路
防
犯
灯
設
置
工
事
⑫
生

田
第
２
体
育
館
体
育
室
床
板
改

修
工
事
⑬
生
田
第
２
体
育
寮
浴

室
系
統
給
湯
設
備
改
修
工
事
⑭

伊
勢
原
体
育
寮
ボ
イ
ラ
ー
更
新

工
事

〈
石
巻
専
修
大
学
〉

①
１
号
館
実
験
室
空
調
設
備
更

新
工
事
②
４
号
館
教
室
空
調
設

備
更
新
工
事
③
硬
式
野
球
部
投

球
練
習
場
新
設
工
事

設
仮
勘
定
の
増
等
に
よ
り
、
前

年
度
末
よ
り

億
４
４
２
１
万

円
増
の
９
８
４
億
４
４
７
３
万

円
。
特
定
資
産
は
、
施
設
設
備

準
備
資
産
の

億
円
の
減
等
に

よ
り
、
前
年
度
末
よ
り

億
４

４
９
８
万
円
減
の
３
０
８
億
４

９
２
６
万
円
。
そ
の
他
の
固
定

資
産
は
、
教
職
員
貸
付
金
の
増

等
に
よ
り
、
前
年
度
末
よ
り

万
円
増
の
５
億
４
４
７
４
万

円
。
流
動
資
産
は
、
現
金
預
金

の
増
等
で
、
前
年
度
末
よ
り
４

５
６
５
万
円
増
の

億
２
２
２

８
万
円
。

　
資
産
の
部
合
計
は
、
前
年
度

末
よ
り
８
億
４
５
１
７
万
円
増

の
１
３
７
３
億
６
１
０
３
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
負
債
の
部

　
負
債
の
部
で
は
、
固
定
負
債

が
長
期
借
入
金
の
減
等
で
前
年

度
末
よ
り
４
３
５
８
万
円
減
の

１
３
７
億
８
７
１
０
万
円
。
流

動
負
債
は
、
前
受
金
の
減
等
で

前
年
度
末
よ
り
４
億
２
８
５
９

万
円
減
の

億
３
８
３
万
円
。

　
負
債
の
部
合
計
は
、
前
年
度

末
よ
り
４
億
７
２
１
７
万
円
減

の
１
９
９
億
９
０
９
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

（
３
）
純
資
産
の
部

　
純
資
産
の
部
で
は
、
基
本
金

が
前
年
度
末
よ
り

億
１
８
０

０
万
円
増
の
１
５
５
９
億
６
２

６
３
万
円
。
こ
の
う
ち
、
第
１

号
基
本
金
が
前
年
度
末
よ
り

億
１
２
９
８
万
円
増
の
１
５
０

６
億
９
９
３
６
万
円
。
第

号

基
本
金
は
、
前
年
度
末
よ
り
２

億
円
増
の
８
億
円
。
第
３
号
基

本
金
は
、
前
年
度
末
よ
り
５
０

１
万
円
増
の

億
４
９
２
６
万

円
。
第

号
基
本
金
は
、
前
年

度
末
と
増
減
が
な
く
、

億
１

４
０
０
万
円
。
繰
越
収
支
差
額

は
、
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
が

事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
同
科

目
と
同
一
の
３
８
５
億
９
２
５

４
万
円
の
支
出
超
過
。

　
純
資
産
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
よ
り

億
１
７
３
４
万
円

増
の
１
１
７
３
億
７
０
０
９
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

２

事
業
活
動
収
支
計
算
書

事業活動収入計

24,421,440千円

学生生徒等納付金

82.7％

事業活動支出計

23,104,093千円

人件費

62.4％

教育研
究経費

30.3％

管理経費

7.1％

資産処分差額

0.2％

手数料

5.1％

寄付金

0.5％

経常費等
補助金

4.8％

付随事業収入

2.7％

雑収入

3.3％
資産売却差額

0.0％

その他の
特別収入

0.6％

借入金等利息

0.0％
受取利息・配当金

0.3％

比 率 算　式（×100）
平成25年度
（決 算）

平成26年度
（決 算）

人 件 費

比 率

人 件 費

帰 属 収 入

59.58％

（52.4％）

60.67％

（50.9％）

人 件 費

依 存 率

人 件 費

学生生徒等納付金

74.61％

（72.4％）

72.98％

（73.3％）

教 育 研 究

経 費 比 率

教 育 研 究 経 費

帰 属 収 入

31.13％

（31.5％）

33.12％

（31.2％）

管 理 経 費

比 率

管 理 経 費

帰 属 収 入

7.73％

（8.8％）

8.08％

（9.0％）

帰 属 収 支

差 額 比 率

帰属収入－消費支出

帰 属 収 入

0.59％

（5.2％）

△3.34％

（7.2％）

備
考
‥
（
　
）
内
は
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
調
査
に
よ
る
医
歯
系
法
人
を
除
く

大
学
法
人
平
均
値
を
示
す
。

比 率 算　式（×100）
平成27年度
（決　算）

平成28年度
（決　算）

平成29年度
（決　算）

平成30年度
（決　算）

人 件 費

比 率

人 件 費

経 常 収 入

60.43％

（53.7％）

60.85％

（53.6％）

59.93％

（53.8％）

59.32％

人 件 費

依 存 率

人 件 費

学生生徒等納付金

72.89％

（73.0％）

71.72％

（72.8％）

70.96％

（71.9％）

71.28％

教育研究

経費比率

教 育 研 究 経 費

経 常 収 入

31.07％

（33.2％）

29.97％

（33.0％）

29.27％

（33.3％）

28.87％

管理経費

比 率

管 理 経 費

経 常 収 入

7.55％

（9.3％）

7.36％

（9.0％）

6.88％

（8.8％）

6.75％

事業活動収支

差 額 比 率

基 本 金 組 入 前

当年度収支差額

事 業 活 動 収 入

△5.37％

（4.7％）

1.95％

（4.9％）

4.46％

（4.9％）

5.39％

ニ　ュ　ー　ス　専　修 （８）

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収

入
合
計
が
予
算
比
０
・

％
減

の
２
５
７
億
７
３
４
４
万
円

（
前
年
度
比
で
は
５
・

％
の

増
）
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
支

払
資
金
を
加
え
た
収
入
の
部
合

計
で
は
、
予
算
比
０
・

％
減

の
３
２
２
億
５
１
３
１
万
円
と

な
っ
て
い
る
（
前
年
度
比
で
は

３
・

％
の
増
）
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支

出
合
計
が
予
算
比
１
・

％
減

の
２
５
５
億
７
７
１
６
万
円

（
前
年
度
比
で
は
３
・

％
の

増
）
で
、
翌
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な
る

前
受
金
収
入
を
含
み

億
７
４

１
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
前

年
度
比
で
は
３
・

％
の
増
）。

（
１
）
収
入
の
部

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
２
０
２
億
１
０
０
０
万
円

（
前
年
度
比
で
は
１
・

％
の

減
）
。
最
終
在
籍
者
数
が
専
修

大
学
で
１
万
８
３
０
５
人
、
石

巻
専
修
大
学
で
１
１
９
４
人
と

な
り
、
全
体
で
は
１
万
９
４
９

９
人
。
最
終
在
籍
者
数
は
、
前

年
度
と
比
べ
、
全
体
で
３
８
４

人
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
手
数
料
収
入
は
、
予
算
比

・

％
増
の

億
５
８
８
２

万
円
（
前
年
度
比
で
は

・

％
の
増
）。
こ
の
う
ち
、
入
学

検
定
料
収
入
は
、
予
算
比

・

％
増
の

億
２
１
６
８
万
円

（
前
年
度
比
で
は

・

％
の

増
）。
入
学
志
願
者
数
が
予
算

と
比
べ
専
修
大
学
で
８
９
９
７

人
の
増
、
石
巻
専
修
大
学
で
１

５
８
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
寄
付
金
収
入
は
、
予
算
比

・

％
減
の
１
億
３
４
０
８

万
円
（
前
年
度
比
で
は

・

％
の
減
）。
専
修
大
学
創
立
１

４
０
年
・
石
巻
専
修
大
学
創
立

年
記
念
事
業
募
金
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

　
④
補
助
金
収
入
は
、
予
算
比

・

％
減
の

億
６
１
３
３

万
円
（
前
年
度
比
で
は

・

％
の
増
）。
こ
の
う
ち
、
国
庫

補
助
金
収
入
は
、
経
常
費
補
助

金
が
予
算
比

・

％
減
の

億
４
７
１
９
万
円
（
前
年
度
比

で
は

・

％
の
増
）。

　
⑤
資
産
売
却
収
入
は
、
計
上

額
な
し
。

　
⑥
付
随
事
業
・
収
益
事
業
収

入
は
、
予
算
比
１
・

％
減
の

６
億
７
０
８
９
万
円
（
前
年
度

比
で
は
０
・

％
の
増
）。
差

異
は
、
課
外
講
座
受
講
者
及
び

伊
勢
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
他
利

用
者
の
減
、
伊
勢
原
体
育
寮
寮

費
等
の
減
に
よ
る
。

　
⑦
受
取
利
息
・
配
当
金
収
入

は
、
予
算
比

・

％
増
の
６

９
４
６
万
円
（
前
年
度
比
で

は

・

％
の
増
）。
こ
の
う

ち
、
そ
の
他
の
受
取
利
息
・
配

当
金
収
入
は
、
予
算
比

・

％
増
の
６
９
１
９
万
円
（
前
年

度
比
で
は

・

％
の
増
）。

差
異
は
、
債
券
利
息
及
び
銀
行

預
金
利
息
の
増
。

　
⑧
雑
収
入
は
、
予
算
比
８
・

％
増
の
８
億

万
円
（
前
年

度
比
で
は

・

％
の
減
）。
差

異
は
、施
設
等
の
貸
出
、退
職
金

財
団
交
付
金
、
台
風
被
害
に
よ

る
保
険
金
受
入
、
科
学
研
究
費

補
助
金
の
間
接
経
費
等
の
増
。

　
⑨
借
入
金
等
収
入
は
、
予
算

ど
お
り
で
実
行
は
な
い
。

　
⑩
前
受
金
収
入
は
、
平
成

年
度
入
学
者
の
入
学
手
続
時
に

お
け
る
納
入
学
費
（
翌
年
度
の

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
と
な

る
。）で
、

億
３
６
３
７
万
円
。

　
⑪
そ
の
他
の
収
入
は
、
施
設

設
備
準
備
資
産
取
崩
収
入
、
前

期
末
未
収
入
金
収
入
、
貸
付
金

回
収
収
入
、
敷
金
・
保
証
金
回

収
収
入
等
で

億
２
８
３
０
万

円
。
ま
た
、
資
金
収
入
調
整
勘

定
（
収
入
の
振
替
控
除
科
目
）

は
、
期
末
未
収
入
金
及
び
前
期

末
前
受
金
で

億
９
６
６
８
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
支
出
の
部

　
①
人
件
費
支
出
は
、
予
算
比

０
・

％
増
の
１
４
５
億
２
０

２
３
万
円
（
前
年
度
比
で
は

０
・

％
の
減
）。
主
な
要
因

は
、
退
職
金
の
増
。

　
②
教
育
研
究
経
費
支
出
は
、

予
算
比
１
・

％
減
の

億
２

６
３
９
万
円
（
前
年
度
比
で
は

０
・

％
の
減
）。
予
算
比
増

減
の
主
な
も
の
の
決
算
額
、
要

因
等
は
以
下
の
と
お
り
。

・
図
書
資
料
費
支
出
‥
１
億
７

５
７
５
万
円
（
１
６
８
７
万
円

の
減
）

　
洋
雑
誌
購
入
額
、
前
払
回
収

額
等
の
減

・
印
刷
製
本
費
支
出
‥
１
億
７

０
９
８
万
円
（
１
２
２
２
万
円

の
減
）

　
論
集
発
行
費
、
最
終
講
義
資

料
、
障
が
い
学
生
修
学
支
援
ガ

イ
ド
、
教
員
個
人
研
究
費
印
刷

製
本
費
等
の
減

・
光
熱
水
費
支
出
‥
６
億
５
３

２
７
万
円
（
４
６
１
６
万
円
の

増
）

　
電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
、
重

油
代
等
の
増

・
旅
費
交
通
費
支
出
‥
２
億
３

０
９
０
万
円
（
１
５
８
５
万
円

の
減
）

　
在
外
研
究
費
、
学
会
補
助

費
、
研
究
助
成
費
、
石
巻
受
託

研
究
費
、
教
員
個
人
研
究
費
旅

費
等
の
減

・
奨
学
費
支
出
‥
６
億
１
７
８

２
万
円（
１
５
０
０
万
円
の
減
）

　
家
計
急
変
奨
学
生
、
災
害
見

舞
奨
学
生
、
育
友
会
奨
学
生
等

の
減

・
補
助
費
支
出
‥
２
億
５
４
４

８
万
円（
１
３
１
３
万
円
の
減
）

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
集
制
作
費
、

教
員
図
書
刊
行
助
成
費
、
東
南

ア
ジ
ア
特
別
聴
講
生
受
入
支
援

制
度
支
援
金
、
石
巻
教
員
個
人

研
究
費
補
助
費
等
の
減

・
修
繕
費
支
出
‥
１
億
３
７
１

６
万
円（
３
５
６
７
万
円
の
増
）

　
神
田
図
書
館
入
口
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
補
修
、
生
田

号
館
プ

リ
ン
タ
室
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
修

理
、
生
田
８
号
館
教
室
教
壇
床

補
修
、
生
田
９
号
館
屋
上
ロ
ト

ン
ダ
補
修
、
生
田
９
号
館
冷
温

水
発
生
機
修
理
、
生
田

号
館

ア
カ
デ
ミ
ー
モ
ー
ル
天
井
漏
水

修
理
、
生
田
校
舎
誘
導
灯
器
具

等
交
換
、
生
田
第
２
体
育
寮
給

湯
管
漏
水
修
理
、
伊
勢
原
体
育

施
設
ピ
ッ
チ
ン
グ
場
ブ
ル
ペ
ン

屋
根
補
修
、
石
巻
５
号
館
自
動

ド
ア
修
理
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

空
調
機
修
理
等
の
増

・
委
託
費
支
出
‥

億
５
５
６

５
万
円（
２
４
２
９
万
円
の
減
）

　
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
集

計
、
公
務
員
試
験
講
座
等
各
種

課
外
講
座
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
、
統
計
解
析
ソ
フ
ト
更
新
、

運
用
支
援
Ｓ
Ｅ
派
遣
、
教
学
事

務
所
管
人
材
派
遣
業
務
委
託
費

等
の
減

・
保
守
費
支
出
‥
３
億
７
６
４

４
万
円（
１
０
９
３
万
円
の
減
）

　
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
保
守
費
等
の
減

・
謝
礼
費
支
出
‥
９
１
７
８
万

円
（
１
４
９
６
万
円
の
減
）

　
各
種
講
座
講
師
謝
礼
費
、
授

業
科
目
外
部
講
師
謝
礼
費
、
教

育
実
習
謝
礼
費
、
石
巻
教
員
個

人
研
究
費
謝
礼
費
等
の
減

　
③
管
理
経
費
支
出
は
、
予
算

比
１
・

％
減
の

億
２
９
８

９
万
円
（
前
年
度
比
で
は
１
・

％
の
減
）
。

　
予
算
比
増
減
の
主
な
も
の
の

決
算
額
、
要
因
等
は
以
下
の
と

お
り
。

・
消
耗
品
費
支
出
‥
９
９
５
６

万
円
（
１
１
３
０
万
円
の
減
）

　
生
田
９
号
館
会
議
室
視
聴
覚

設
備
科
目
振
替
に
よ
る
減
、
伊

勢
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
他
利
用

者
減
、
伊
勢
原
体
育
寮
食
材
費

等
の
減

・
光
熱
水
費
支
出
‥
１
億
３
２

２
万
円（
１
０
８
６
万
円
の
増
）

　
電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
、
重

油
代
等
の
増

・
委
託
費
支
出
‥
４
億
５
３
２

８
万
円（
１
４
８
７
万
円
の
減
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
運
用

支
援
Ｓ
Ｅ
派
遣
、
各
体
育
寮
給

食
業
務
委
託
費
等
の
減

・
公
租
公
課
支
出
‥
６
０
８
５

万
円
（
１
０
０
９
万
円
の
増
）

　
消
費
税
等
確
定
申
告
額
等
の

増　
④
借
入
金
等
利
息
支
出
は
、

予
算
ど
お
り
で
１
０
０
２
万

円
。

　
⑤
借
入
金
等
返
済
支
出
は
、

予
算
ど
お
り
の
返
済
で
３
億
１

　収　入　の　部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金収入 20,209,350,000 20,210,009,800 △      659,800
手 数 料 収 入 1,012,554,000 1,258,827,074 △  246,273,074
寄 付 金 収 入 500,000,000 134,080,693 365,919,307
補 助 金 収 入 1,305,769,000 1,161,335,926 144,433,074
国 庫 補 助 金 収 入 1,290,612,000 1,147,198,000 143,414,000
地方公共団体補助金収入 14,757,000 14,137,926 619,074
学術研究振興資金収入 400,000 0 400,000
資 産 売 却 収 入 200,000,000 0 200,000,000
付随事業・収益事業収入 684,248,000 670,894,545 13,353,455
受 取 利 息・配 当 金 収 入 56,894,000 69,469,063 △   12,575,063
雑 収 入 739,154,000 800,827,178 △   61,673,178
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 3,472,082,000 3,636,379,000 △  164,297,000
そ の 他 の 収 入 2,344,674,000 2,428,309,064 △   83,635,064
資 金 収 入 調 整 勘 定 △4,552,124,000 △4,596,684,364 44,560,364
当 年 度 収 入 合 計 25,972,601,000 25,773,447,979 199,153,021
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,477,868,761 6,477,868,761
収 入 の 部 合 計 32,450,469,761 32,251,316,740 199,153,021

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異

学生生徒等納付金 20,209,350,000 20,210,009,800 659,800
手 数 料 1,012,554,000 1,258,827,074 246,273,074
寄 付 金 200,000,000 114,193,690 85,806,310
経 常 費 等 補 助 金 1,294,135,000 1,161,335,926 132,799,074
国 庫 補 助 金 1,278,978,000 1,147,198,000 131,780,000
地方公共団体補助金 14,757,000 14,137,926 619,074
学術研究振興資金 400,000 0 400,000
付 随 事 業 収 入 684,248,000 670,894,545 13,353,455
雑 収 入 739,154,000 800,827,178 61,673,178
教 育 活 動 収 入 計 24,139,441,000 24,216,088,213 76,647,213

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,400,989,000 14,405,648,781 4,659,781
教 育 研 究 経 費 7,069,605,000 7,011,557,677 58,047,323
管 理 経 費 1,658,209,000 1,638,662,284 19,546,716
徴 収 不 能 額 等 0 0 0
教 育 活 動 支 出 計 23,128,803,000 23,055,868,742 72,934,258
教育活動収支差額 1,010,638,000 1,160,219,471 149,581,471

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息･配当金 56,894,000 69,469,063 12,575,063
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 56,894,000 69,469,063 12,575,063

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 10,023,000 10,022,536 464
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 10,023,000 10,022,536 464
教育活動外収支差額 46,871,000 59,446,527 12,575,527
経 常 収 支 差 額 1,057,509,000 1,219,665,998 162,156,998

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0
その他の特別収入 461,734,000 135,883,656 325,850,344
施設設備補助金 11,634,000 0 11,634,000
その他の特別収入 450,100,000 135,883,656 314,216,344
特 別 収 入 計 461,734,000 135,883,656 325,850,344

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 11,482,000 38,201,874 26,719,874
その他の特別支出 0 0 0
特 別 支 出 計 11,482,000 38,201,874 26,719,874
特 別 収 支 差 額 450,252,000 97,681,782 352,570,218

[ 予  　 備 　  費 ]

基本金組入前当年度収支差額 1,357,761,000 1,317,347,780 40,413,220
基 本 金 組 入 額 合 計 3,614,412,000 3,318,005,616 296,406,384
当 年 度 収 支 差 額 2,256,651,000 2,000,657,836 255,993,164
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 6,591,884,000 6,591,883,357 643
基 本 金 取 崩 額 0 0 0
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 8,848,535,000 8,592,541,193 255,993,807

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,658,069,000 24,421,440,932 236,628,068
事 業 活 動 支 出 計 23,300,308,000 23,104,093,152 196,214,848

　
本
学
は
、

世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」
を

達
成
す
る
た
め
に
、
「
学
生

を
基
本
に
据
え
た
大
学
づ
く

り
」
を
大
学
運
営
の
基
本
理

念
に
掲
げ
、
社
会
の
屋
台
骨

を
支
え
る
有
為
な
人
材
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
骨

太
の
大
学
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
専
修
大
学

創
立
１
４
０
周
年
・
石
巻
専

修
大
学
創
立

周
年
を
迎
え

る
向
こ
う
５
年
間
（
平
成

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
）

は
、「
確
た
る
大
学
基
盤
の
整

備
」
を
指
針
に
据
え
、
７
つ

の
事
業
領
域
を
中
心
に
中
期

的
な
視
点
で
到
達
目
標
を
設

定
し
、
各
年
度
に
お
い
て
事

業
実
績
の
検
証
・
改
善
を
行

っ
て
、
来
る
べ
き
学
校
法
人

専
修
大
学
創
立
１
５
０
年
に

向
け
て
、
大
学
基
盤
の
整
備

を
推
進
し
て
い
る
。

　
専
修
大
学
は
、
創
立
１
４

０
周
年
に
向
け
て
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
靖
国
通
り
新
校
舎

（
仮
称
）
及
び
黒
門
前
校
舎

（
仮
称
）
の
建
設
を
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
て
い
る
。
令
和
２

（
２
０
２
０
）年
４
月
に
は
商

学
部
の
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
移

転
と
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
を
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
設
す
る
こ
と
か
ら
、

大
変
厳
し
い
施
工
管
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
建
設
工

事
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
教
育
領
域
で
は
、
経
営
学

部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

及
び
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
学
科
を
開
設
す
る
た
め
の

手
続
と
準
備
を
進
め
、
本
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら
に
、
前
述
し
た
商
学
部

の
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
、

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
の
新
設
、
加
え
て
、
経

済
学
部
経
済
学
科
を
現
代
経

済
学
科
と
生
活
環
境
経
済
学

科
に
再
編
す
る
準
備
も
進
め

て
い
る
。

　
学
生
支
援
領
域
で
は
、
難

関
試
験
の
公
認
会
計
士
試
験

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
国
家

試
験
で
成
果
が
出
て
き
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
公
認
会
計

士
試
験
で
は
、

名
の
在
学

生
合
格
者
の
中
に
本
学
初
と

な
る
２
年
次
生
で
の
合
格
者

が
い
た
と
い
う
快
挙
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
領

域
で
は
、
本
学
・
本
学
会
計

学
研
究
所
・
川
崎
商
工
会
議

所
・
ラ
オ
ス
国
立
大
学
・
同

大
学
経
済
経
営
学
部
・
ラ
オ

ス
商
工
会
議
所
の
６
者
の
連

携
に
よ
る
「
ラ
オ
ス
・
日
本

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開

始
す
る
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
圏

と
の
交
流
強
化
を
図
っ
た
。

　
入
試
領
域
で
は
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学

試
験
及
び
一
般
入
学
試
験

（
一
部
・
二
部
）
の
志
願
者

数
合
計
が
前
年
度
と
比
較
し

て
１
万
４
４
０
名
増
加
の
５

万
６
２
０
１
名
と
な
り
、
特

別
入
試
を
含
め
た
総
志
願
者

数
は
、
過
去
最
高
と
な
る
５

万
９
５
３
８
名
と
な
っ
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
学

修
成
果
の
評
価
方
針
（
ア
セ

ス
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー
）
の

制
定
な
ど
、
教
育
の
質
向
上

に
向
け
た
教
学
改
革
を
着
実

に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
研

究
領
域
で
は
、
平
成

年
度

に
文
部
科
学
省
か
ら
採
択
さ

れ
た
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
に
お
い
て
、

地
域
資
源
の
新
結
合
に
よ
る

産
業
創
出
を
石
巻
専
修
大
学

の
ブ
ラ
ン
ド
と
す
べ
く
、
内

水
面
養
殖
業
の
創
出
に
向
け

た
研
究
を
３
年
度
に
亘
り
進

め
た
。

　
学
生
支
援
領
域
で
は
、
女

子
競
走
部
が
第

回
全
日
本

大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
に
２
年
ぶ
り
３
回
目
の

出
場
を
果
た
し
た
。

　
入
試
領
域
で
は
、
平
成

年
度
入
学
試
験
の
志
願
者
数

か
ら
年
平
均

・
３
％
で
志

願
者
数
を
着
実
に
増
加
さ
せ

て
、
平
成

年
度
の
総
志
願

者
数
は
、
前
年
度
よ
り
１
２

７
名
増
加
し
、
１
０
０
６
名

と
な
っ
た
。
更
に
平
成

年

度
入
学
定
員
充
足
率
も

・

６
％
（
前
年
度
比
１
・
６
㌽

増
）
と
な
っ
た
。

（
平
成

年
度
事
業
報
告
書

の
詳
細
は
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

平成30年度決算概要学校法人
専修大学

事
業
報
告
概
要
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資
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